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応用数理 I (確率論)（月曜 5・6 限、2単位）

• 講師：今野良彦（研究室：百年館 　10 階）

• email: konno@math.s.chiba-u.ac.jp

• ホームページ：http://mp-w3math.jwu.ac.jp/ konno/statk.html

上記ページに講義録やレポート問題を張る予定である．

• 講義の目的：離散時径数のマルチンゲールの理論をやさしく丁寧に解説す
ることを目指す．

• 講義内容 (予定)：
1. 測度論からの準備
(a) 可測空間
(b) 単調族定理
(c)可測関数の積分と積分の収束定理，直積空間と Fubini の定理
(d) 絶対連続，Radon=Nikodim の定理
(e)条件付期待値
(f) 一様可積分性

2. 離散時間マルチンゲール
(a) マルチンゲールの定義
(b) 停止マルチンゲール
(c)マルチンゲール変換
(d) Doob の上向き横断数補題
(e)マルチンゲールの収束定理
(f) 後ろ向きマルチンゲール収束定理
(g) 最適停止時間
(h) マルチンゲール不等式
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• 成績について：成績はレポート等で総合的に評価する．


